
 1

平成 20 年 5月 19 日 

 
各      位 

会 社 名  京阪電気鉄道株式会社 

代表者名  取締役社長 上 田 成之助 

（コード番号９０４５ 東証・大証第１部） 

問合せ先  執行役員経営統括室経営政策担当部長 

末 近 義 治 

（TEL．06－6944－2529） 

 
 

京阪グループ次期中期経営計画「ATTACK 2011」について 

 
 
京阪グループでは、中期経営計画「Jump21」（2006～2008 年度)の最終年度に入

り１ヶ月余りが経過した現時点におきまして、先行して次期の中期経営計画を策定

いたしましたのでご報告いたします。 

「Jump21」は、過去からの負の遺産を一括処理するなど京阪グループが一つにな

り断行した経営改革「Re-Born21」(2002～2005 年度)を受け、運賃収入と不動産含

み益への依存から脱却し、収益力を強化する、土台づくりの 3ヵ年と位置づけたも

ので、これまでに諸施策を実施してまいりました。その結果、2006 年に東京証券

取引所市場第一部への上場を果たしたほか、5円以上の配当を継続的に行える経営

基盤を確立するなど、既に当初の目標は概ね達成することができたものと考えてい

ます。 

また、今秋に中之島線が開通するほか、更なる収益力強化に向け、ホテル、流通、

不動産の各事業において先行投資を開始していること、2年後を目途に純粋持株会

社体制への移行をめざしていることなどから、今般早期に次期中期経営計画を策定

し、成長・拡大の中身を明確にすることで、利益ある成長の先取りをめざします。 

次期中期経営計画は、ジャンプし、アタックするという一連のアクションから、

「ATTACK 2011」と命名いたしました。 

次期の京阪グループ中期経営計画「ATTACK 2011」の骨子は、別紙のとおりです。 
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（別 紙） 

 

京阪グループ次期中期経営計画「ATTACK 2011」の概略 

(2009 年度～2011 年度) 

 

 

 

１．基本方針 

京阪グループの拡大を具現する。 

  (1)「遠心力」と「求心力」の強化 

  (2)運輸業依存型の事業構造の転換 

 

 

２．全社戦略 

(1)純粋持株会社体制での経営の強化 

 

(2)各事業群の自律的な経営による競争力強化・キャッシュフローの最大化 

 

(3)グループ本社機能の強化によるグループシナジーの追求 

 

（4)エリア戦略 

①京阪エリアの魅力向上 

・４事業の連携により、最適な戦略を展開 

・最重点エリアは、中之島、京都、くずは 

 

    ②京阪エリアの拡大 

     ・不動産、流通、ホテルをエリア拡大事業と位置づけ事業展開 

 

  (5)ブランド戦略 

京阪グループのブランドコンセプト共有化を強化するとともに、それぞれ

の事業が京阪ブランドの価値向上に役割を果たし、異なる事業を展開する

京阪グループの総合力としての強みを発揮する。 
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３．事業戦略 

(1)運輸業 

人口減少社会を見据え、鉄道運営の効率化体制を構築するとともに、沿線

活性化、利用促進策、交通ネットワーク拡充などによる需要創造を行う。 

(2)不動産業 

賃貸事業の拡大・強化を図る。また、短期回収型事業について沿線価値向

上と京阪エリア拡大に向けた事業展開を行う。 

(3)流通業 

コストマネジメントの強化による利益率の改善を図るとともに、多店舗展

開・商品力の強化により売上規模を拡大する。また、プロパティマネジメ

ント事業を拡大・強化する。 

(4)レジャー・サービス業 

宿泊特化型ホテルの拡大と利益最大化を図るとともに、「ホテル京阪」ブラ

ンドの確立とチェーンオペレーションの導入を行う。 

(5)カード事業 

京阪沿線における圧倒的な普及率をベースに、より顧客の生活に密着した

カードをめざす。 

 

４．定量目標 

(1)定量目標 

 Jump21 

2008 年度(見込み)

ATTACK 2011 

2011 年度（目 標） 

連結営業利益 １６０億円 ２５０億円

連結 EBITDA ３３５億円 ４５０億円

連結 ROA(総資産営業利益率) ２．８％ ３．６％

 

(2)結果として目指す水準 

 Jump21 

2008 年度(見込み)

ATTACK 2011 

2011 年度（目 標） 

連結当期純利益 ７１億円 １００億円

連結ROE(自己資本当期純利益率) ５．３％ ６．６％

連結有利子負債／EBITDA 倍率 ８．４倍 ８．７倍

 

 

(参考資料) 別冊 『京阪グループ次期中期経営計画「ATTACK 2011」』 

 
以 上 












































